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近年、大気圧プラズマの医療応用、特にがん

治療への応用研究が注目を集めている。我々は、

以前の研究で独自に開発された高電子密度を

実現する大気圧プラズマ源[1]を用いて、ミド

リカビの不活化効果や卵巣癌培養細胞の正常

培養細胞（線維芽細胞）に対する選択的殺傷効

果[2]を見出した。更に、我々と他のグループ

は、プラズマをがん細胞に直接照射しなくても、

プラズマが照射された培養液を用いてがん細

胞を培養することにより、殺傷効果が得られる

ことを発見した。このようにして得られた培養

液を「プラズマ培養液」と名付け、がん細胞に

直接プラズマを照射する代わりにプラズマ培

養液を用いてその抗腫瘍効果を評価すること

にした。本研究ではグリオーマ脳腫瘍培養細胞

を用いた。卵巣癌培養細胞における直接照射実

験と同様に、プラズマ培養液はグリオーマ培養

細胞にプログラム細胞死として知られるアポ

トーシスを誘導することを見出した。また、プ

ラズマ培養液がアストロサイト正常細胞に対

してグリオーマがん細胞を選択的に殺傷する

ことを見出した[3]。 

これまでの研究はアルゴンガスプラズマを

用いたものであったが、我々は更にアルゴンに

水素ガスを混合したガスを用いてプラズマを

生成し、プラズマ培養液を作成した。アルゴン

水素ガスプラズマにおいては、アルゴンガスプ

ラズマに比べ水素ラジカルを多く含むことに

より、培養細胞に何らかの効果の違いをもたら

すと期待した。水素ラジカルの効果としては、

還元作用により細胞内ＲＯＳを減じ増殖を促

す効果、あるいは、水素ラジカルの持つ反応性

により、細胞内分子の機能を阻害し、細胞死を

促す効果の両方が期待されたが、我々の結果は

後者を支持していた。すなわち、アルゴン水素

ガスプラズマはアルゴンガスプラズマに比べ

殺傷能力が高いことが分かった。同じ条件で、

正常線維芽培養細胞にはほとんど影響を与え

ず、選択性を高めることに成功した。 
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